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新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
年

度
に
あ
た
り
、
私
は
、
新
た
に
制

定
さ
れ
る
「
沖
縄
振
興
計
画
（
仮

称
）
」
を
ふ
ま
え
、
ま
た
、
「
沖

縄
振
興
特
別
措
置
法
」
を
最
大
限

に
活
用
し
、
沖
縄
振
興
の
基
本
的

考
え
方
で
あ
る
、
「
自
立
に
向
け

た
持
続
的
発
展
」
の
た
め
、
各
種

施
策
を
強
力
に
推
進
い
た
し
ま
す
。
 

　
新
し
い
産
業
を
興
し
、
若
者
を

は
じ
め
と
す
る
市
民
の
雇
用
の
場

を
創
っ
て
い
く
た
め
、
I
T
関
連

企
業
を
支
援
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

ト
施
設
（
起
業
育
成
施
設
）
の
整

備
を
図
り
ま
す
。
 

　
総
合
リ
ー
ス
業
、
広
告
・
デ
ザ

イ
ン
業
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
な
ど
の
産
業
高
度
化
業
種
が
、

進
出
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た

め
、
市
内
全
域
を
「
産
業
高
度
化

地
域
」
と
し
て
、
指
定
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
観
光
産
業
が
進
出
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
新
都

心
地
区
を
「
観
光
振
興
地
域
」
に

指
定
す
る
よ
う
、
国
、
県
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
既
存

企
業
の
足
腰
を
強
化
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
り
、
効
果
的
な
各
種
施

策
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

　
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、

危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
や
県

と
連
携
し
、
「
緊
急
雇
用
対
策
事

業
」
の
実
施
や
、
若
年
求
職
者
の

た
め
の
資
格
取
得
・
能
力
ア
ッ
プ

の
た
め
の
施
策
を
推
進
い
た
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
本
市
に
お
い
て
も
、

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
に

つ
い
て
検
討
い
た
し
ま
す
。
 

　
「
21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
」
と

も
い
わ
れ
、
私
は
こ
の
一
年
間
、

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
を
め

ざ
し
、
ご
み
減
量
化
な
ど
の
環
境

問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
、
私
た
ち
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
廃
棄
物

の
発
生
を
抑
制
し
、
再
利
用
、
再

生
利
用
を
進
め
、
最
後
に
適
正
に

処
分
す
る
、
と
い
う
物
質
循
環
が

実
現
し
て
は
じ
め
て
、
天
然
資
源

の
消
費
が
抑
制
さ
れ
、
環
境
へ
の

負
荷
が
低
減
さ
れ
た
「
資
源
循
環

型
社
会
」
を
構
築
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
「
資
源
循
環
型
社
会
」
の

実
現
は
、
大
変
な
作
業
で
は
あ
り

ま
す
が
、
21
世
紀
の
礎
を
築
く
第

一
歩
で
あ
り
、
那
覇
市
役
所
の
改

革
で
あ
り
、
那
覇
市
民
の
改
革
で

あ
り
ま
す
。
私
は
、
そ
の
実
現
に

向
け
、
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
、
決
意
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

　
「
市
民
福
祉
向
上
の
観
点
か
ら
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
活

用
し
、
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民

間
に
委
ね
る
」
と
い
う
考
え
の
も

と
に
、
行
政
と
民
間
が
一
体
と
な

っ
た
、
新
し
い
時
代
の
行
政
運
営

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
保
育
所
や
ご
み
収
集
な
ど

の
民
間
委
託
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

消
防
本
部
庁
舎
や
新
都
心
庁
舎
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
民
間
活
力
の

導
入
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
か
つ
て
琉
球
を
訪
れ
た
人
々
が
、

そ
の
美
し
さ
に
驚
嘆
し
た
と
い
う
、

歴
史
と
文
化
の
薫
り
あ
ふ
れ
る

「
那
覇
」
。
那
覇
に
は
、
首
里
城

を
は
じ
め
、
長
い
歴
史
に
根
ざ
し

た
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史

と
文
化
は
、
那
覇
市
民
の
活
力
や

個
性
の
源
泉
で
あ
り
、
次
の
世
代

へ
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
、
重
要

な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
私
は
、
文
化
を

は
ぐ
く
む
環
境
の
整
備
や
保
存
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
創
造
性

と
自
主
性
を
尊
重
し
た
、
文
化
活

動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
 

　
活
力
あ
る
都
市
は
、
地
域
の
主

人
公
で
あ
る
住
民
と
行
政
が
、
一

緒
に
力
を
合
わ
せ
た
結
果
と
し
て

生
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
、
「
活
力
あ
る
都

市
・
那
覇
」
の
形
成
を
め
ざ
し
、

地
域
住
民
と
行
政
と
が
一
体
と
な

っ
た
、
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
学
校
の
余
裕
教
室

を
利
用
し
た
地
域
交
流
の
推
進
、

公
園
の
美
化
清
掃
や
環
境
整
備
な

ど
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
基
づ
き
、

各
種
事
業
を
展
開
す
る
団
体
を
支

援
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

育
成
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

　
今
年
は
復
帰
30
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
復
帰
後
、

社
会
資
本
は
着
実
に
整
備
が
進
み
、

県
民
生
活
も
向
上
い
た
し
ま
し
た

が
、
「
自
治
」、「
人
権
」
、「
平

和
」
、
「
経
済
自
立
」
と
い
う
復

帰
の
精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

本
市
の
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
、
一
歩
一
歩
着
実
に
各
種
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

   　
平
成
14
年
度
予
算
案
は
、
一
般

会
計
が
総
額
１
、
０
０
２
億
４
０

０
万
円
で
、
対
前
年
度
比
２
・
７

％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
企

業
会
計
を
除
く
特
別
会
計
は
、
那

覇
港
管
理
組
合
の
設
立
に
伴
い
、

港
湾
事
業
特
別
会
計
が
廃
止
さ
れ

た
た
め
に
、
総
額
７
５
７
億
３
、

７
９
６
万
５
千
円
で
、
対
前
年
度

比
５
・
９
％
の
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
 

　
本
市
の
財
政
は
、
市
税
収
入
や

地
方
交
付
税
と
も
、
大
き
な
減
収

の
見
込
み
で
あ
り
、
か
つ
て
な
い

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
私

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
改

革
を
強
力
に
推
進
し
、
市
民
の
旺

盛
な
行
政
需
要
に
応
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
新

た
な
政
策
課
題
や
緊
急
か
つ

重
要
な
施
策
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
各
種
施
策
の
優

先
順
位
に
つ
い
て
厳
し
い
選

択
を
行
い
、
計
画
的
・
重
点

的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。
 

「
第
３
次
総
合
計
画
」
に
掲

げ
ら
れ
た
、
七
つ
の
都
市
像

を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
14

年
度（
２
０
０
２
年
度
）に
実

施
す
る
、
主
な
事
業
に
つ
い

て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

農林水産業費
　145(0.1%)

衛生費　6,877(6.9%)

商工費
1,370(1.4%)

教育費　12,069(12.0%)

消防費　2,871(2.9%)

土木費
20,676(20.6%)

労働費　32(0.0%)

民生費　32,742(32.7%)
総務費　10,696(10.7%)

議会費　778(0.8%)
その他13,988(14.0%)

市債10,944(10.9%)

その他　69(0.1%)

 県支出金4073(4.1%)

国庫支出金
21,889(21.8%)

地方交付税
18,024(18.0%)

公債費　11,879(11.9%)
市税31,287(31.2%)

予算総額
100,204

百万円

歳　出

※　単位:百万円、(   )内は構成比
※　十万円以下は四捨五入

歳 入

100,2

土地区画整理事業特別会計
3,160（1.6％）

下水道事業特別会計
6,267(3.2%)

国民健康保険事業特別会計
28,917(14.9%)

老人保健特別会計
23，844(12.3%)

市街地再開発
事業特別会計
　28(0.0%)

介護保険事業特別会計
13,522(6.9%)

水道事業　9,382(4.8%)

病院事業9,319（4.8

予算総額
194,643

百万円

※　十万円以下は四捨
※　単位:百万円、(   )


